














































































































































































町秋田屋平左衛門板行」の奥書を持つものの二種がある。どちらも、全十巻および総目録一冊の計十一冊で、同じ版木で刷られている。版本は、大正大学以外に 所蔵 ているが、翻刻はなされていない状況にある。活字化されていない『類雑集』 翻刻作業は 非常に有意義であるといえる。
本研究会では、平成二十三年度から『大正大学綜合佛教
研究所年報』に一巻ずつ翻刻を報告してきた。また、翻刻作業と同時に、引用文献の調査ならびに校合を実施している。翻刻掲載時には、脚注に典拠名と校異 示し資料の状態を忠実 再現す ため、書き入れの場所や内容を指摘している。
今年度は、総勢十人の会員を中心に研究会を運営し、巻
九の翻刻を行った。その結果、平成三十年度『綜合佛教研










































































































品寺流、鎮西流の相伝を受け、禅宗では虎関師錬との交流が確認でき 諸宗の教義を遍学していたことが知られる。また、南朝の後村上天皇 帰依を蒙り、南朝 為に奔走している。それ故、中国元代仏教の日本への影響や皇室と仏教者との関係等、南北朝期の仏 に関する新しい研究が進むことが期待されるテーマでもある。
具体的には、これまで一度も活字化されていない貴重書










































































































記したものである。ただし、定仙が頼賢から直接受法したものではなく、頼賢の伝を受けた別の人から 伝聞 して記されている。受法時期と本冊執筆時期から、義能と公然から聞き及んだ頼賢 口伝を中心に記されたものと考えられる。④一三函一―二四「瑜祇灌頂私抄」『瑜祇経』に基づく特殊な灌頂「瑜祇灌頂」に関する口伝を集成したもの。本文から、勧修寺流の増瑜 定祐、金剛王院流の能海から受けた瑜祇灌頂についての口伝を記したものであり、ま 共に勧修寺流の覚宗の資である願行房憲静と殿法印良宝の伝については受法ではなくただ聞いた話として記したものであることがわかる。また、永仁四年
（一二九六）
九月二日に定仙の住房である鎌倉亀谷新清凉寺












冊が作壇作法や破壇作法、あるいは指環といった護摩の行法以外についての口伝を記したものであった に対し、本冊は表紙裏に「行事／八千枚／不審条々」 ある通り、勧修寺流の護摩の行法そ ものについての口伝を記したものである。前半一〇丁表までが護摩の行法について正応六年（一二九三）
二月に記されたもの、一〇丁裏からの八千枚護














域宗教として成立した仏教を世界宗教へ発展させたメディアの力と、諸媒体より生成された人間像と世界観をめぐる宗教表象について考察している。我々の取り組みでは、宗教表象に反映された時代や地域によって変容する思想、価値観、習俗、政治、経済、宗教と ったイデオロギーなどの諸要因を読みとり、これらを内包する文化現象としての仏教が、いかなる媒体によってどの うな宗教表象を生み出し、個人や集団に影響を及ぼし きたのかについて明らかにする。それにより、メディアを通じ 、宗教者や研究者にとどまらず世間一般の幅広い人々と繋がってきた仏の社会的側面に光をあてたいと考えている。
仏教と社会のつながりについては、これまでにも経典や
教理に関する文献学や思想史 ならびに仏教史 仏教美術史などの分野で、さまざまな指摘がなされてお 膨大に蓄積されたその研究成果が今日における学術的言説の基盤をなしていることは言うまでもない。一方で 既存の学術領域からとりこぼされた事例もい だ存在し お 近年は、このような対象に学際的な手法をもって光をあてようとする動きも生じ 。そ 一つとして二〇〇〇年代か
ら最新の成果が報告され始め、新たな研究課題となりつつあるものに、メディアと表象が織りなす宗教文化に関する論考があげられる。
古代インドにおいて説かれたブッダの教えは、書物・絵
画・塑像・建築・音楽などのメディアを通じて、宗教者や特権階級だけでなく、文字を読めない大衆の間でも広く受容され、世界各地に教線を拡大していく。そのプロセスでは、時代や地域によって異なる社会や習俗と接触し、時に反発と葛藤を生じさせながら文化的融合を遂げ、当初 形態とは異なる信仰形態が生じる。有史以来、人間が用いてきたメディアは、異文化圏を越境し、世界各地の風土や生活と交わることで、多元性を帯びていったこの仏教 、現在にいたるまで可視化し続けてきた。諸媒体は、媒介作用によって観念的な教理を身体的に認識可能な言語や形象とし、不特定多数の人々がその信仰 接する状況を実現した。だがそこで伝えられ 内容 難解な教理教学ばかりでなかったことは、仏教を象徴し具現化す 種多様な表象 生成され、それにより新たな仏教徒 再生産 歴史からもうかがい知れる。
本研究会が注視してきたのは、正にそうした世間一般






































ぐ研究会として、平成二十八年度より従来の「声聞地研究会」 ・ 「律経研究会」 ・ 「サンスクリット修辞法研究会」という三つの を一つに統合して始動した。これら三つの研究会の実体は研究グループとして保持しつつ、グループ間の行き来を自由にして研究者の活動の幅を広げる とで伝統的学問の継承とさらなる発展を目指 研究活動に取り組んでいる。各研究グループは引き続きの内容と て次の研究活動を行った。
まず声聞地グループ
（昭和五十四年度より共同研究を開始）

























































































































































































実施される度に作成された名簿である。一覧すると、法臈の浅い者が年を重ねる毎に上座へと昇って き、やがては名簿上から名前を消していることがわかる。同様に、上座にいて名前が消えた者でも、一定の期間 経ると再び名前が記載されており、そうした内容から金乗院 拠点 し在地において活動した僧侶の様子を垣間見ることができ 。『大衆帳』の作業も研究会メンバー全員でデータの入力を分担して こない、作業は概ね終了 。今後はデータを統合しメンバー全員での解読できなかった文字を読み説いていく等の確認をおこなっていく予定である。次年度も①・②の作業を進めていくが、一旦、 『大衆帳』
の作業を優先的におこない、年報等 紙面に掲載 、成果として発表できることを目指していく。
更に、取り扱っている史料 性質上、寺院の本末関係・
檀林制度・移転寺制度といった近世新義真言宗史の実態に
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ついての理解を深めておかなければならない必要がある。そうした知識の向上を図りながら研究会を進めていきたい。
